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 港新聞が閲覧できる場所  
港図書館(弁天2-1-5),港区民センター(弁天2-1-5), 港近隣センター(八幡屋1-4-20), 港区老人

福祉センター(夕凪2-5-22),弁天町ORC200生涯学習センター(弁天1-2-2-700),銭湯(朝日湯除く),

港区在宅サービスセンターひまわり(弁天 2-15-1),築港地域在宅サービスステーション(築

港 2-4-16),港スポーツセンター(田中 3-1-126),ほのぼの休憩所(八幡屋商店街内),石炭倉庫(波除

6-5-18),シネ･ヌーヴォ(西区九条 1-20-24),韋駄天尊(繁栄商店街内),珈琲館隠岐(磯路 3-25-6) 
 

 
 

―・―・―・―・―・―・―・  ゆ う や け  ・―・―・―・―・―・―・―
★ヤンママグループがてきぱき司会し、女性

陣がお茶や団扇を配り、男性陣が音響や舞台

設営に汗を流す姿が温かく、閉会まで舞台に

拍手を送り続ける高齢者の誠実な姿勢も感じ

られた｢三先地区敬老お祝い大会｣(1 頁)。祝

い品を配るだけの地域も現われる中、やはり

高齢者が集うことの意義は大きいと思われま

したが、読者のご見解や如何に。 

★集う喜びといえば子供も同じ。秋空に響く

歓声、ゲームに集中する真剣な表情、大人た

ちの汗だくの世話が微笑ましかった｢わんぱ

くまつり｣(12 頁)。殺伐化する社会から子供

たちをひとときでも守ってやろうという地域

の愛情と熱が感じられる催しでした。 

★港区の中高吹奏楽部が一堂に会した｢ふれ

あい音楽会｣(22 頁)。日頃の練習の成果を凝

縮させた入魂の演奏の数々。最後の『花は咲

く』の全員合唱では被災地への思いがオーク

広場一杯に溢れ、思わず胸が熱くなりました。

音楽の持つパワーはやはり偉大ですわ。 

★名もなき女性が辿った艱難辛苦、波乱万丈

の半生。今号スタートの連続ドラマ『幸運橋

の空』(32頁)に登場する橋は、かつて港区に

実在しました。果たしてその名の通り、ヒロ

インに幸せを運んでくれるのか―。〝港区版

おしん〟に乞うご期待。 
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